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このたびは、本パソコンをお買い求めいただき、まことにありがとうございます。

この本では、添付されているマニュアルで、読み替えが必要な箇所や注意事項について

説明しています。

マニュアルを読む前に、まずこの本からお読みください。

電源を入れる前に 
お読みください 

電源を入れる前に 
お読みください 
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◆機種名・モデル名の読み替えなどについて◆

■機種名・モデル名の読み替えのお願い
本パソコンの機種名は「FMV-DESKPOWER ME4/455E」です。
添付のマニュアルに記載されている機種名は、次のように読み替えてください。
・「ME3/505P」を、「ME4/455E」と読み替えてください。
・「ME3シリーズ」とある場合は、本パソコンのこととして読み替えてください。

■本パソコンの仕様について
本パソコンの仕様は、添付マニュアルの本文中の記述とは一部異なります。詳しくは、本書の「仕様一覧」
をご覧ください。

■FMV公式サポートページについて
富士通では、インターネットを利用したサポート＆サービスを展開するにあたり、従来から運営しておりま
すFM WORLDのリニューアルを本年5月中旬に予定しております。
したがって、FM WORLDに関連するホームページ上の情報、URLなどは変更されている場合があります
ので、ご了承ください。
FMV公式サポートページは、インターネットエクスプローラの「お気に入り」に登録されています。

◆本パソコンの添付物について◆

■『入門ビデオ』は添付されておりません
『入門ビデオ』は添付されておりません。添付マニュアルの本文中に記述がある場合がありますが、ご了承
ください。

■ 『FMV総合案内』は添付されておりません
『はじめに読む本3　 FMV総合案内』は添付されておりません。添付マニュアルの本文中などに記述が
ある場合がありますが、ご了承ください。

■添付されていないアプリケーションがあります
本パソコンには添付されていないアプリケーションが、添付マニュアルの本文中などに記述されている場合
がありますが、ご了承ください。
本パソコンの添付アプリケーションについては、本書の「仕様一覧」をご覧ください。

■本パソコンの 「アプリケーションCD」は1枚です
本パソコンの 「アプリケーションCD」は1枚です。
添付マニュアルの本文中に、次の記述がある場合でも「アプリケーションCD」をそのままお使いください。
・アプリケーションCDが2枚組である趣旨の記述
・アプリケーションCDの2枚目があるような記述（例：アプリケーションCD（1/2）、（2/2））
・アプリケーションCDの2枚目を使うような記述（例：アプリケーションCD 2）

■本パソコンのCD-ROMドライブについて
本パソコンに標準搭載のCD-ROMドライブは、添付マニュアルの本文中の記述において、各部の配置や操
作が異なります。詳しくは、本書の説明をご覧ください。

■本パソコンのマウスについて
本パソコン添付のマウスのスクロールボタンは、添付マニュアルの本文中の記述において、操作が若干異な
る場合があります。詳しくは、本書の説明をご覧ください。

■本パソコンのスピーカーについて
本パソコン添付のスピーカーは、添付マニュアルの本文中の記述において、操作が若干異なる場合がありま
す。詳しくは、本書の説明をご覧ください。
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◆  『使いこなす本　ハード編』の読み替え◆

次のように、読み替えてお使いください。

■各部の名称と働きについて

◇パソコン本体前面
CD-ROMドライブについて、次のように読み替えてください。

4321

1. ヘッドホン端子（音楽CD用）
市販のヘッドホンで音楽CDを聴くときに、ヘッドホンを接続します。
ヘッドホンでは、CD-ROMの音声データは聞こえません。

2. ヘッドホンボリューム（音楽CD用）
ヘッドホン端子（音楽CD用）にヘッドホンを接続したときに、音量を調節します。
左のボタンを押すと音量が小さくなり、右のボタンを押すと、音量が大きくなります。
パソコン本体の電源が入っているときに使えます。

3. BUSYランプ
CD-ROMからデータを読みこんでいるときや音楽CDを再生しているときに点滅します。

4. EJECTボタン
CDをセットする、または取り出すときに押します。パソコン本体の電源が入っているときに使えます。

◇パソコン本体背面

・マウスコネクタ
マウスを接続します。

・キーボードコネクタ
キーボードを接続します。

・USBコネクタ
USB機器を接続します。

◇キーボード
本パソコンのキーボード、マウスは、それぞれ本体背面のキーボードコネクタ、マウスコネクタに接続しま
す。キーボードにはマウスポート（裏面）はありません。
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■マウスについて
スクロールボタンの操作については、「スライドさせる」という記述を「まわす」と読み替えてください。
◇まわして使う

◇押して使う
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■スピーカーについて
◇気をつけてください～スピーカーを使うとき

左スピーカー 右スピーカー 

音量ボリューム 
音量を大きくした
いときは右に、小
さくしたいときは
左に回します。 

電源ランプ 
電源が入っている
ときに点灯します。 

電源スイッチ 
スピーカーの電源
を入れるとき、切
るときに押します。 

スピーカーをお使いになるときは、次の点にご注意ください。
・スピーカーの電源を入れるときは、必ずACアダプタをスピーカー本体に接続し、コンセントに接続して
から電源スイッチを押してください。電源スイッチを押してから、コンセントに接続されたACアダプタ
をスピーカーに接続すると、スピーカーから異音が発生し、故障の原因となることがあります。

・スピーカーをディスプレイの近くに置くと、ディスプレイの画像が乱れる原因となることがあります。
スピーカーから音が出ている状態で、ディスプレイに影響が出なくなるところまで離してお使いください。

・スピーカーの上に重いものをのせないでください。

◇スピーカーの音量ボリュームを使う
スピーカーの電源を入れ、スピーカーの音量ボリュームを回して適切な音量に調節します。
左に回すと小さく、右に回すと大きくなります。

音量ボリューム 

■IDEデバイスを取り付けるときの注意
P.163 手順3で表示されるデバイス名は、「E-IDE CD-ROM 40X/TKU」です。
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◆ふりだしにもどす作業について◆

◆重要◆
パソコンをふりだしにもどす前に、お客様が作成したファイルなどは、必ずバックアップをとってください。

リカバリCD-ROM（2枚組）を準備してください。
（「ゼンリン電子地図帳Z」は、本パソコンには添付されていないため、準備する必要はありません。）

本製品をふりだし（ご購入時の状態）にもどす場合は、以下の手順に従ってください。

1. P.34～P.48の2行目までの記述に従って、リカバリCD-ROMを実行してください。
機種によって操作手順が書き分けられている場合は「ME3/505P」の手順に従ってください。

2. P.86～P.89の記述に従って、ライブラリのアップデートとバックアップしたファイルの復元を
行ってください。
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◆仕様一覧◆

■パソコン本体

製品名称 FMV-DESKPOWER ME4/455E

CPU AMD K6®-2 450MHz

キャッシュメモリ 1次：64KB、2次：512KB

BIOS ROM 256KB（フラッシュROM）

システムバスクロック 100MHz

システムRAM 標準64MB（SDRAM-DIMM）　最大256MB

フロッピーディスク 3.5インチ×1（3モード対応）

ハードディスク 10.2GB（Cドライブ 9.2GB、Dドライブ1GB）※1

CD-ROM 最大40倍速（平均28倍速）

グラフィック　　　　　　　　　　　　SiS社製　SiS530 VRAM 4MB（メインメモリを共用）

ディスプレイ 15インチ

オーディオ機能 ESS社製 Solo -1

モデム機能 DATA 56Kbps／FAX 14.4Kbps

I/F ディスプレイ アナログRGB　D-SUB 15pin

キーボード PS/2 Mini-DIN 6pin

マウス PS/2 Mini-DIN 6pin

シリアルポート 非同期RS-232C×1　D-SUB 9pin

パラレルポート セントロニクス準拠　D-SUB　25pin

USB USB 1.1準拠（OHCI）×2（背面×2）

サウンド LINE入力×1、LINE出力×1、マイク入力×1、
MIDI/JOYSTICK端子×1

モデム モジュラージャック×2（LINE×1、PHONE×1）

拡張スロット数 3 PCI×3（ハーフ、うち1つにFAX/ボイスモデムカードを標準搭載）

ストレージベイ数 5 前面 5インチフロントアクセスベイ×2
（うち1つにCD-ROMドライブ搭載済）
3.5インチフロッピーディスクドライブ搭載済

内部 3.5インチハードディスク装着エリア×2
（うち1つにハードディスク搭載済）

電源／周波数 AC100V  50/60Hz

消費電力 75W（最大）／37W（動作時）

重量 約8.4kg

外形寸法 179mm×344mm×360mm（W×D×H）

使用環境 温度　10～35℃　湿度　20～80％（RH）

対応OS Windows98 SE（DirectX：6.1対応）、Windows2000　※2

本パソコンの仕様は、改善のために予告なく変更することがあります。あらかじめご了承ください。
※1 本書に記載のディスク容量は、1MB=10002byte、1GB=10003byte 換算によるものです。

Windows上で1MB=10242byte、1GB=10243byte換算で表示される容量は、本書に記載の
ディスク容量より少なくなります。

※2 Windows2000をお使いになるときは、FMV公式サポートページをご覧ください。
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■FAX／ボイスモデムカード

品名 FAX／ボイスモデムカード -56000（全二重）

型名 1456VQH50-R20（FMV-FX52Z1C）

通信方式 ２線式　全二重（FAXモードでは２線式 半二重）

通信規格 K56flex™
ITU-T V.90  V.34/V.32bis/V.32/V.22bis/V.22

/V.21/Bell212A, 103（データモード）
ITU-T  V.17/V.29/V.27ter（FAXモード）

通信速度 データモード： 56000,54667,54000,53333,52000,
（受信時） 50667,50000,49333,48000,46667,

46000,45333,44000,42667,42000,
41333,40000,38667,38000,37333,
36000,34667,34000,33333,32000,
30667,29333,28000bps

データモード： 33600,31200,28800,26400,24000,
（送受信） 21600,19200,16800,14400,12000,

9600,7200,4800,2400,1200bps
FAXモード ： 14000,12000,9600,7200,4800,

2400bps

同期方式 調歩同期

データ転送 MNP class 4/5

プロトコル ITU-T V.42/V.42bis

コマンド V.25 ter（ATコマンド）

バスインターフェース PCI

FAXインターフェース TIA/EIA578（class1）

音声蓄積機能 AD PCM

寸法 長さ135㎜×幅120㎜×高さ22㎜

直流抵抗値 277Ω

その他 ・自動速度検出
・発信音、呼び出し音、話し中音、無音、ダイヤル音、音声などの回線接
続の進行状況を示す応答音の検出

・本モデムはWindows 98、Windows NT 4.0以外のOSでの動作はサポートしていません。
・ K56flexはConexant Systems Inc.、Lucent Technologies社が提唱している通信規格です。
・ V.90およびK56flexで接続する場合は、接続先のプロバイダなどが同規格に対応していることが必要
です。

・ 56000bpsはV.90およびK56flexの理論上の最高速度であり、実際の通信速度は回線状況により変
化します。V.90による33600bps（K56flexは31200bps）を超える通信速度は受信時のみで、V.90
送信時は33600bps（K56flexは31200bps）が最高速度になります。

・日本国内の一般公衆回線、または構内交換機経由で通信を行う場合は、同規格での通信ができないこと
があります。

・MS-DOSモードおよびWindows 98のMS-DOSプロンプトではお使いになれません。
・本モデムに搭載されているスピーカーでは、ダイヤルパルス音は聞けません。
・ 300bpsでの通信は行えません。
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■サウンド機能

チップセット ESS社製 Solo-1

録音再生機能 サンプリング周波数5～48kHz 16bit Stereo
同時録音再生動作可能

MIDI機能 ESFM音源

ゲームポート MPU-401互換　MIDI I/F
Game Port I/F

■CD-ROMドライブ

CD-Audio

CD Extra

CD-ROM （mode 1 and mode 2）

対応するディスクタイプ CD-ROM XA （mode 2, form 1 and form 2）

CD-I

Video CD

Photo CD

CD-R/CD-RW

8cm disk対応 市販の8cmアダプタの動作は保証しません。

■スピーカー

方式 バスレフ型ボックススピーカー

スピーカーユニット 口径：3インチ　インピーダンス：3Ω

定格（最大）入力 3W （1.5W＋1.5W）

再生周波数 80Hz～18KHz

最大外形寸法 100×170×140mm（W×H×D）

重量 1360g（ACアダプタ含む）
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■アプリケーション一覧

アプリケーション名 内容 備考

FM便利ツール パソコンを使いやすく設定する

FMかんたんバックアップ／ 簡単にデータのバックアップができる
データ

FMかんたんバックアップ／ インターネット設定情報をバックアッ
インターネット設定 プする

FAX留守番電話 留守番電話・ＦＡＸソフト

FM手帳 予定や住所録の管理

らくらく写真館 画像を使って簡単にアルバム作成など
ができる

おしゃべりホームページ ホームページを読み上げる

らくらくメールBOX メールのやりとりをする

はーときゃんばす お絵描きソフト

翻訳サーフィン 英文ホームページを日本語に翻訳

はじめよう！インターネット @niftyにオンラインで簡単入会
（@nifty）

はじめよう！インターネット インターネット5時間無料体験
（@nifty）無料体験

AOL AOLへオンラインで入会

DION DIONへオンラインで入会

ODN ODNへオンラインで入会

Hatch Inside ホームページを簡単表示

RealPlayer G2 音楽や動画などのデータを再生する

インターポット インターネットで樹木を育てる 「アプリケーションCD」が必要

乗換案内 電車の運賃や所要時間を調べる

筆ぐるめ はがき作成

GAMEPACK2001 麻雀やトランプなどのゲームを満載

Jet-Audio 音楽データを再生/編集する

Acrobat Reader 4.0 PDFファイルを開く

OASYS Viewer V7.0 OASYSファイルを開く

VirusScan ウイルス対策ソフト

かるがるパソコン入門 パソコンの基礎を楽しく学習 同名の添付マニュアルにとじ込み

FM Advisor Windowsの環境調査ツール

FMV診断 トラブルの内容を自動で診断する

※添付マニュアルの本文中に、上記以外のアプリケーションの記述がある場合がありますが、ご了承くだ
さい。
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